
千葉県デジタル改革推進局
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千葉県のDX
令和５年度の取組状況



千葉県のDX 令和５年度の取組状況 概要
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［施策数］

令和５年度版：２００施策（再掲30施策含む）

※ 戦略の目指す姿の実現に向けた主な取組に係る施策であり、システム保守事業等は除く

［令和５年度における施策のポイント］

『暮らし』
６４施策

『仕事・生きがい』
３８施策

『産業』
５８施策

『行政』
４０施策

戦略の目指すべき姿の実現に向けた県の取組として、令和５年度は、災害状況のモニタリング、

防災情報の迅速な周知、緊急搬送の迅速化など県民が安全に暮らせる体制の強化を図るとともに、

事業者による高度なデジタル技術を活用した生産性向上・新しい取組を後押しする施策などに

取り組みました。

また、県民や事業者による時間や場所にとらわれない行政手続きを推進するため、オンライン化

の更なる推進や電子契約を導入するとともに、生成ＡＩなどデジタル技術を活用した業務効率化を

更に進め、スマート県庁の実現に向けた取組を加速しました。



千葉県のDX 令和５年度の取組状況
暮らしのDX

暮らしのDX

概 要
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・防災情報システムを利用した情報の収集・処理により、迅速な
・災害対応や気象情報などの防災情報を提供

・河川監視カメラによるモニタリングにより、水位情報をいつでも
・確認

・若者をターゲットにしたYouTube広告により消費者被害を
・防止

・YouTube広告を通じたプッシュ型注意喚起により飲酒運転
・根絶を目指す

・医療機関への患者情報と受入可否の一斉照会・共有により搬送
・時間を短縮

・情報端末やソフトウェアの導入支援を通じて障害福祉サービス
・事業所の業務負担を軽減

・ＡＩエンジンを活用した高精度の検索機能により、子供の安全を
守る

・ウェアラブルカメラを用いて施設を効率化に管理する
 ことにより、将来にわたって安定的に飲み水をお届け

・わな作動の自動的通知により見回りを効率化

仕事・生きがいのDX

・働き方改革やテレワークの推進により多様で柔軟な働き方
・が可能に

・副業人材とのマッチングを行うプラットフォームの整備に  
より、地域企業等を支援

・千葉県ホームページにおけるウェブアクセシビリティの  
向上により誰もが幅広く県政情報を閲覧可能

・1人１台教育用端末の活用により、質の高いプログラミング
・教育等を受講

・歴史的古写真のデジタルアーカイブ化により、幅広い
・歴史資料がオンラインで閲覧可能



行政のDX

行政のDX

産業のDX

産業のDX

民間・シビックテックとの共創

民間・シビックテックとの共創
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・高度なデジタル技術を活用したプロジェクトへの助成を通して、
・革新的な製品、サービスの開発を推進

・県内中小企業向けのワンストップ相談窓口により、DX 
・などのチャレンジを総合的にバックアップ

・水稲生育予測システム「でるた」の本格運用を開始、
スマートフォンなどから誰でも簡単に利用可能

・BIM/CIMの導入により、発注者と受注者などの情報共有
の効率化・高度化

・ポータルサイトの整備によりワーケーションがより身近に

・デジタルマップを充実させることで観光スポットを見つけやすく

・カメラ画像のＡＩ解析により交通量調査が効率的に

・中小企業者等の事業所におけるエネルギー管理システム等の
設置により、効率的なエネルギー利用を推進

・県の行政手続の約６割がオンラインで手続可能に

・誰でも活用可能な１280種類の行政データを公開

・電子契約の導入により、 事業者の負担軽減及び事務
・の効率化

・オフィス改革の実施により、効率的な業務運営を実施

・県庁の業務改革で県民サービスの更なる向上

・千葉大学 × 千葉県 データ利活用アイデアソン 
（R5.9.5、9.14）

・千葉県DX推進協議会等における産学官民連携

千葉県のDX 令和５年度の取組状況 概 要



防災情報システムを利用した情報の収集・処理により、迅速な
災害対応や気象情報などの防災情報の提供を行います。

防災情報システム等運営事業

災害時に被害状況や避難情報等の防災情報を収集・処理するとともに、防災
ポータルサイト、防災メール、Ｌアラートを通じて県民への防災情報の提供も行う
「防災情報システム」等を運営しています。

防災ポータルのページ→

暮らしのDX・危機管理

河川監視カメラによるモニタリングにより、水位情報をいつでも
確認できます。

デジタルを活用した河川防災対策
市町村の避難判断の指標とされている水位計近傍において増水の切迫性を確

認できるよう、河川監視カメラを設置し、映像・水位情報をウェブサイトで公表
しています。

雨量・河川水位・河川映像に関するぺージ→
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河川監視カメラ：計３９河川 ５３箇所

https://www.pref.chiba.lg.jp/kakan/h20-suibou/kasencamera.html
https://www.bousai.pref.chiba.lg.jp/
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若者をターゲットにしたYouTube広告により消費者被害を
防止します。

YouTube広告を活用した消費者への教育・啓発活動

成年年齢が引き下げられたこと等により、若者が消費者被害に遭う機会の増
加が懸念されます。そこで、若者の消費者被害防止を目的に、視覚的に情報を
得やすい映像教材を作成し、YouTube広告を活用した効果的な消費者教育の
推進を行っています。

飲酒運転の根絶に向けた啓発事業

アルコールに関連する動画の視聴傾向があるYouTube視聴者を対象に、千
葉県公式ＰＲチャンネルに掲載している飲酒運転根絶動画をＣＭ掲出しています。

飲酒運転の啓発に関するぺージ→

YouTube広告を通じたプッシュ型注意喚起により飲酒運転
根絶を目指します。

暮らしのDX・安全・安心

県公式YouTubeぺージ→

https://www.pref.chiba.lg.jp/seikouan/koutsuuanzen/jikoboushi/inshu/torikumi.html
https://www.youtube.com/watch?v=6mqsTHaVvgE&list=PL0EZstJeMoA4aIh2ov3D_l-4uI2rY7OrL


医療機関への患者情報と受入可否の一斉照会・共有により
搬送時間の短縮を図ります。

救急医療等業務支援システム導入事業
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救急搬送を効率化するため、救急隊及び救急医療機関の間で、患者情報と受
入可否を複数の医療機関に一斉に照会・共有できる「救急医療等業務支援
システム」を構築・運用しています。

情報端末やソフトウェアの導入支援を通じて障害福祉サービス
事業所の業務負担の軽減を図ります。

障害福祉分野におけるＩＣＴ導入モデル事業

障害福祉サービス事業所等における業務の効率化及び職員の業務負担の軽減
を図るため、タブレット等の情報端末やソフトウェアなど、ＩＣＴ機器の導入支援を
しています。

暮らしのDX・医療・福祉

障害福祉分野のICT導入モデル事業に関するぺージ→

救急医療に関するぺージ→

https://www.pref.chiba.lg.jp/shoji/jigyoushamuke/seibi/r6ict-r6.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/cate/baa/shou-kyuu/kyuukyuu/index.html


ＩＣＴを活用した児童相談所業務改善事業

県営水道における業務の効率化に向けたウェアラブルカメラの導入

現システムのデータベース内にある児童情報等をＡＩエンジンにまとめるととも
に、高精度の検索 機能をシステムに追加しました。検索機能を利用した過去の
類似事例の確認により、児童相談対応における虐待の重篤度・一時保護の
必要性の判断を補助しています。

業務効率化に向けたＩＣＴ等利活用策の一環として、浄・給水場、水道事務所等
における施設点検等の現場作業に活用するため、ウェアラブルカメラを導入しま
した。
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ＡＩエンジンを活用した高精度の検索機能により、子供の安全
を守ります。

ウェアラブルカメラを用いて施設を効率的に管理することに
より、将来にわたって安定的に飲み水をお届けします。

暮らしのDX・子育て

暮らしのDX・社会資本・まちづくり

遠隔地でカメラの映像を
確認

児童相談所に関するぺージ→

千葉県営水道に関するぺージ→

類似と判定された根拠をチャートとして視覚的に表示

https://www.pref.chiba.lg.jp/jika/soudan/jidou/soudanjo.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/suidou/index.html


イノシシ等有害獣被害防止対策事業
有害鳥獣の捕獲の際に、わなが作動したことを捕獲従事者に自動的に通知

するシステムなどのＩＣＴ機器の導入を促進することにより、見回りの負担軽減を
進めています。
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わな作動の自動的通知により見回りを効率化することで、
農作物被害を防止します。

暮らしのDX・環境保全

仕事・生きがいのDX・働き方

ちばの「新しい働き方」推進事業
自らのライフスタイルに応じた多様で柔軟な働き方の推進に向けて、働き方

改革やテレワークの導入に取り組む中小企業等に対してアドバイザーを派遣する
とともに、企業向けセミナー等を開催し、誰もが働きやすい職場環境づくりを
支援しています。

新しい働き方に関するページはこちら→

働き方改革やテレワークの推進により多様で柔軟な働き方が
可能になります。

有害鳥獣対策に関するページはこちら→

https://www.pref.chiba.lg.jp/koyou/worklifebalance/hatarakikata/
https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu/yuugaichojuu.html


副業人材マッチング支援事業
地域課題の解決に資する企業等の取組を支援し、地域活性化や関係人口の

増加を図るため、民間人材サービス事業者が運営する副業人材プラットフォーム
機能を活用し、金融機関や商工団体と連携しながら、地域企業等と専門能力を
持つ副業人材をマッチングしています。

副業人材マッチング支援事業のページはこちら→
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副業人材とのマッチングを行うプラットフォームの整備により、
地域企業等を支援しています。

仕事・生きがいのDX・働き方

仕事・生きがいのDX・社会参画

千葉県ホームぺージにおけるウェブアクセシビリティ向上への取組

年齢や障害の有無、利用環境に関係なく誰でも利用しやすいウェブサイトを目
指し、音声読み上げソフトを使用する視覚障害に配慮した見出し及び本文の作成
などによりウェブアクセシビリティ（誰もがホームページ等で提供される情報や
機能を支障なく利用できること）の向上を図りました。

千葉県ホームページにおけるウェブアクセシビリティの向上に
より誰もが幅広く県政情報を閲覧できます。

千葉県ホームページはこちら→

https://www.pref.chiba.lg.jp/chiiki/fukugyo/fukugyo.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/index.html


ICT教育のページはこちら→

11

1人１台教育用端末の活用により、質の高いプログラミング
教育等が受講できます。

Society5.0時代を支えるデジタル人材育成 事業
新学習指導要領に基づく新科目「情報Ⅰ」で、プログラミング等の情報技術を  

活用して課題解決を行う授業が必修化されたことを踏まえ、県内高校生の情報
活用能力の向上を図るとともに、デジタル社会で求められる人材の育成に取り
組んでいます。

仕事・生きがいのDX・学習機会

ふるさとちば古写真デジタルアーカイブの公開

県民から集めた歴史的古写真と県立博物館所蔵の古写真を、一般県民をはじ
め教育・研究機関やメディアなど多様な主体が活用できるよう、デジタルアーカ
イブ化して公開しました。

歴史的古写真のデジタルアーカイブ化により、幅広い歴史資料
がオンラインで閲覧できます。

ふるさとちば古写真デジタルアーカイブはこちら→

仕事・生きがいのDX・文化芸術・スポーツ

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/giga/giga.html
https://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/special/150photo/index.html


中小企業デジタル技術活用支援事業

チャレンジ企業支援センター事業

県内中小企業のデジタル技術の活用を促進するため、 生成AI、ロボット等の
高度なデジタル技術を活用した革新的な製品、サービスを開発・実証するプロ
ジェクトに助成しています。

ＤＸやカーボンニュートラルなどを含む、県内中小企業からの様々な相談に
ワンストップで対応し、専門家派遣などの支援をしています。

中小企業デジタル技術活用支援事業のページはこちら→
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高度なデジタル技術を活用したプロジェクトへの助成を通して、
革新的な製品、サービスの開発を推進します。

県内中小企業向けのワンストップ相談窓口により、DXなどの
チャレンジを総合的にバックアップします。

産業のDX・産業振興・中小企業

ワンストップ窓口に関するページはこちら→

https://www.ccjc-net.or.jp/contents_detail.php?frmId=2820
https://www.pref.chiba.lg.jp/sanshin/digital/digital.html


水稲生育予測システム「でるた」の本格運用開始

県発注工事におけるＢＩＭ／ＣＩＭの試行

 気候変動の影響により水稲の農作業適期の判断が難しくなってきたことから、
生育を予測し、病害虫の防除など稲の生育状況に応じた適切な作業時期の目安
が簡単にわかる無料ウェブアプリ、「でるた」を開発し、令和５年度から本格運用
を開始しました。

県発注工事において、設計・施工・維持管理の各段階において３次元モデルを
活用することで、構造物のイメージを明確にし、関係者間の情報共有の効率化・
高度化を図っています。

※ BIM/CIM・・・調査・計画・設計段階から施工、維持管理の建設生産・管理システムの各段階において、
3次元モデルを連携・発展させ、あわせて事業全体に携わる関係者間で情報を共有すること。

水稲生育予測システム「でるた」のページはこちら→
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水稲生育予測システム「でるた」の本格運用を開始、スマート
フォンなどから誰でも簡単に利用できます。

BIM/CIMの導入により、発注者と受注者などの情報共有の
効率化・高度化を図っています。

産業のDX・農林水産業

産業のDX・建設産業

https://www.pref.chiba.lg.jp/ninaite/system/delta.html


ちばワーケーション受入促進事業

観光情報発信ウェブサイト・SNSの管理・運営事業

本県におけるワーケーション受入の推進のため、モニターツアーを通じて企業
と受入地域のマッチングの機会を提供するとともに、千葉県ワーケーション
サイト「ちょっとちかばでワーケーション」によるモデルコース・プログラムなどの
情報発信を行っています。

※ ワーケーション・・・Work（仕事）とVacation（休暇）を組み合わせた造語です。テレワーク等を活用し、リゾート地や
温泉地、国立公園等、普段の職場とは異なる場所で余暇を楽しみつつ仕事を行うこと

千葉県公式観光サイトを、「ちば観光ナビ」としてリニューアルを行いました。
デジタルマップ機能が充実し、旅行中でも観光スポットが探しやすくなるととも

に、グルメやスポット、特集記事も充実しています。

千葉県ワーケーションのページはこちら→
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ポータルサイトの整備によりワーケーションがより身近になりま
した。

デジタルマップを充実させることで観光スポットを見つけやすく
なりました。

産業のDX・観光

観光情報のページはこちら→

https://www.pref.chiba.lg.jp/kankou/chiba-workation/
https://maruchiba.jp/index.html


交通量調査におけるＣＣＴＶカメラ画像のＡＩ解析

事業者向け脱炭素化促進事業

目視で行っていた交通量調査をカメラ画像のＡＩ解析により自動化する
ことで、調査の効率化、精度向上を図っています。

県内で事業を行う中小企業者等を対象に省エネ診断を実施するとともに、
当該診断等を踏まえた脱炭素に資する設備更新にかかる経費の一部について
補助を行うことにより、産業部門におけるカーボンニュートラルの取組の推進を
図っています。

令和6年度千葉県業務用設備等脱炭素化促進事業 補助金のページはこちら→
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カメラ画像のＡＩ解析により交通量調査が効率的に
なります。

中小企業者等の事業所におけるエネルギー管理システム等の
設置により、効率的なエネルギー利用を推進します。

産業のDX・物流・交通網

産業のDX・カーボンニュートラル

照明灯等にカメラを設置し、交通状況を取得
AI画像解析ソフトを活用し、取得したデータ
から交通量や交通流動を把握

https://www.pref.chiba.lg.jp/ontai/hojo/r6jigyousyahojo.html


行政手続について、デジタル技術の活用を前提とした業務プロセスの見直しを集中的に実施し、

時間や場所にとらわれない行政手続を拡大しています。

県の行政手続の約 がオンラインで手続可能に （令和6年1１月調査）

61.0 ％

６割

例えば、こんな手続が、もうオンラインで！

・パスポートの申請

・ 建設業許可申請

・ 資格試験の受験申し込み

・ 各種講座・研修・イベントへの参加申し込み

県の窓口へ行く

様式記入

待ち時間

提出・申請

完了

before after

令和6年度
（R6.1１）

令和5年度
（R6.3）

お家でも外出先でも24時間申請可能

申請

交付物等
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行政のDX

55.1 ％

キャッシュレス決済も拡大！

・ 運転免許証の交付

・ パスポートの交付

・ 県立博物館入場料

・ 県立高等学校の入学料

令和９年度までに95％以上を可能とする。

行政手続の全利用件数のうち
オンラインによる手続が可能な割合

令和４年度
（R5.3）

44.4 ％

ちばDXポータル
オンライン手続に関するページはこちら→

https://www.pref.chiba.lg.jp/dejisen/dxportal/tetsuzuki.html#block02


（令和６年３月末時点）

オープンデータ
行政機関等が所有する様々なデータを、

誰もが無料で自由に利用できるよう公開しているもの。

オープンデータを活用したアイデアソン

QRコード

自動的に生成された説明

オープンデータサイト クリック↑

県のオープンデータ活用事例

・ 医療情報ネット（ナビィ）
・ ちばバリアフリーマップ
・ ちば救急医療ネット
・ ちば福祉ナビ
・ ちば観光ナビ
・ 漁海況情報・東京湾漁場環境情報等
・ 生物多様性地理情報システム
・ 水稲生育予測システム「でるた」
・ ちば情報マップ

※ その他の活用事例は、オープンデータ
  サイトの「千葉県のデータ活用サイト」を
ご覧ください。

誰でも活用可能な  種類の行政データを公開中！１２８０１２８０

調査・学術研究、新しいアプリケーション開発、

ビジネスの創出など、ぜひ、みなさんの自由

な発想でデータをご活用ください
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行政のDX

オープンデータの利活用を推進
するため、学生がデータを活用し
てチームで地域課題の解決策を検
討するイベント（アイデアソン）を
令和５年度から開催。

https://www.pref.chiba.lg.jp/gyoukaku/opendata/index.html


電子メールを受信できる環境であれば契約を締結でき、事業者・県職員双方に負担が少ない   

契約方法を実現。

 の導入により、 事業者の負担軽減及び事務の効率化！電子契約

契約書の押印等、手間が必要

before after
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契約書の郵送等、時間が必要

郵送費・印紙税等、費用が必要

手間、時間、費用をかけずに契約可能！

電子契約の実証事業を実施

手順等の整理・関係規程等の整備

県土整備部において実証実験

行政のDX

令和６年４月から電子契約を本格導入！

ちばDXポータル
電子契約に関するページはこちら→

https://www.pref.chiba.lg.jp/dejisui/dxportal/smart/denshikeiyaku202411.html


多様で柔軟な働き方推進のため、職員のコミュニケーションの活性化、ペーパーレスの一層の

推進、業務の内容や業務状況に応じた執務環境を実現。
（令和５年度実施・・・デジタル戦略課、デジタル推進課、山武地域振興事務所、東上総教育事務所山武分室）

 の実施により、 効率的な業務運営を実施！オフィス改革

19

オフィス改革後の執務スペース
フリーアドレスとなった執務スペース 拡充したコミュニケーションスペース 集中作業スペース

行政のDX

令和６年度は実証実験の対象所属を拡大！ちばDXポータル
オフィス改革に関するページはこちら→

https://www.pref.chiba.lg.jp/dejisui/dxportal/smart/officereform202411.html


〇ペーパーレス化等の推進 〇デジタルツールの活用で、定型的事務を削減

・ 電子決裁率 ２．６％ ８5．3％
令和元年度

・ RPAに作業を自動化
    これまで職員が行っていた操作をPC上のロボットで自動化

 →年間3,7６0時間の削減

・ ローコードツールによる職員自らのアプリ開発
職員自らがアプリケーションを開発して業務を円滑化

→20業務で開発、導入

ＡＩチャットボット、AI議事録、オンライン会議、AI-OCR、
庁内ビジネスチャット

「千葉県コロナ罹患後症状（いわゆる後遺
症）対応医療機関検索システム」
「千葉県堆肥利用促進ネットワーク」など

・ 県の手続の   約９割で押印廃止済

令和５年度

・ その他デジタルツール

※文書に関する起案・供覧処理

県庁の業務改革 で へ！県民サービスの更なる向上県民サービスの更なる向上
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生成AI 利用に係るガイドライン

・ 生成AIを本格導入！
県専用の利用環境でデータが保護され、入力データが生成AIの

学習データに利用されない等の情報漏えい対策を確保。

行政のDX

ちばDXポータル
生成ＡＩ、業務効率化に関するページはこちら→

生成AI 業務効率化

https://www.pref.chiba.lg.jp/dejisui/dxportal/smart/generationai202411.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/dejisui/dxportal/smart/digisupport202411-2.html


・オープンデータの利活用に向けた機運醸成、人材育成

を目指し、アイデアソンを千葉大学と開催。

※ 本県として初めての開催。

県内市町村、企業、大学、NPOなどで構成

・ DXセミナー

・ デジタルセミナー２０２３ in 千葉（総務省、千葉大学と共催）

・ ちばDXフォーラム

（公益社団法人千葉県情報サービス産業協会と共催）

・ 企業と自治体のマッチングに向けた提案会

千葉大学 × 千葉県 データ利活用アイデアソン（R5.9.5、9.14）

千葉県DX推進協議会等における産学官民連携

千葉県IT-ＥＸＰＯ2023における
ちばDXフォーラム（11/29） 21

民間・シビックテックとの共創

・「アイデア」と「マラソン」を掛け合わせた造語のこと。

・グループ単位で特定のテーマについてブレインストーミング

を行い、 新しいアイデアによるイノベーションの創出を行う。

アイデアソンとは？アイデアソンとは？

デジタルセミナー２０２３ in 千葉
（11/9）

令和６年度は参加大学数や内容を拡充！
コンテストも実施！

アイデアソンに関するページはこちら→

千葉県DX推進協議会に関するページはこちら→

https://www.pref.chiba.lg.jp/dejisen/opendata/2024ideathon.html
https://dx-kyougikai.jp/
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